
生徒の行動観察による喫煙,飲酒防止教育の評価

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2021-11-18

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Iwata, Hideki

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24517/00060965URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


 Back to previous page

生徒の行動観察による喫煙,飲酒防止教育の評価
Research Project

Project/Area Number

18700543

Research Category

Grant-in-Aid for Young Scientists (B)

Allocation Type

Single-year Grants

Research Field

Applied health science

Research Institution

Kanazawa University

Principal Investigator

岩田 英樹   Kanazawa University, 教育学部, 准教授 (60322111)

Project Period (FY)

2006 – 2007

Project Status

Completed (Fiscal Year 2007)

Budget Amount *help

¥2,900,000 (Direct Cost: ¥2,900,000)
Fiscal Year 2007: ¥1,500,000 (Direct Cost: ¥1,500,000)

Fiscal Year 2006: ¥1,400,000 (Direct Cost: ¥1,400,000)

Keywords

喫煙・飲酒防止教育 / 中学生 / コミュニケーションスキル / 行動観察による評価

Research Abstract

本研究の目的は,生徒のコミュニケーションスキル,特に喫煙や飲酒などの望ましくない行動をすすめられた場合のコミュニケーションスキルを行動観察によって評価する方法を開発するこ
とである。具体的には,ロールプレイングを用いて,実際に子どもが「喫煙,飲酒をすすめられた場面での断る様子」をビデオカメラで撮影し,その映像から生徒のコミュニケーションスキル
を複数の評価者によって観察評価することであった。

これまでの予備調査において,生徒の行動観察評価の信頼性に問題がみられた「ノンバーバルな行動に関する評価規準」を再検討し,観察評価者の一致度が高まるような評価規準となるよう
に研究協力者等との検討を踏まえて評価規準を修正した。しかし,残念ながら,性別,教職暦を考慮して選別された37名の学校教員(観察評価者)によって行動観察評価の信頼性等の検討の結
果からは,喫煙,飲酒防止教育の評価指標としておおむね活用可能であることが伺えたものの,継続的な改善の必要性が残された。

また,コミュニケーションスキルに焦点をあてた教育プログラムを試作し,予備実験授業を行って研究協力者と共に検討を行なった。その結果,実際の学校において授業を進める上での教育
プログラム上の改善が求められる点等が明らかとなった。
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